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概要：マルチモーダル介護スキルの知識表現に基づいた介護映像分析ツールを開発した.認知症ケアメソッ

ドのユマニチュードに着目し,専門家との議論を通じてスキルを表現するための知識意味構造を設計した.

知識表現に基づく介護映像分析ツールは,記述結果を可視化しながら事例を分析・評価・修正することを可

能とする.介護スキルを同時に複数使うことができるかという観点で分析を行い,本ツールの有効性を確認

した.
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Abstract: We have developed a tool to analyze care skills based on a knowledge representation model.
Focusing on the care method Humanitude, we have designed the knowledge representation model of care
skills. The tool based on the knowledge representation model can analyze and evaluate care interactions by
visualizing the results of the description. The result of case analyses suggests that our tool leads us to the
evaluation of care skills.

1. はじめに

近年，認知症の人のケアに効果的だとしてマルチモーダ

ル介護スキルのユマニチュード [1]に注目が集まっている．

ユマニチュードは経験的に確立され，ケアスキルと効果の

関係に関するエビデンスに乏しい．そこで筆者らはこれま

でにケアスキルの質を客観的に評価するためのマルチモー

ダル評価ツールの開発に取り組んできた [2]．しかし適切

な評価のためには，さまざまな事例を分析し介護スキルの

暗黙知を形式知化する必要がある．
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本稿では，ユマニチュードのスキルを介護映像と知識表

現を利用して分析できるツールの開発し，分析した結果に

ついて述べる．

2. スキルの知識表現に基づく介護映像分析

2.1 スキルの知識表現

ユマニチュードに着目し，ケアスキルの知識表現モデル

を設計した．事例を通して継続的に形式知化を進める必要

がある．そのため，モデルが可視化され専門家間で共有し

やすく，モデルの修正が容易であることが求められる．

ユマニチュードのケアは intra-modality, inter-modality,

interactionの三層に分けて表現できることが分かっている

ため三層の構造を踏襲してスキルの知識表現を行った [3]．

図 1に知識表現の一部を示す．Action の is-a関係とし

て単一モダリティの行動が表現される．図 1の見るとい

う行動には，どこを見ているか，相手から見て水平方向，

垂直方向の位置はどこか，という要素が表現される．それ
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図 1 知識表現に基づいたユマニチュードの見る

図 2 ツールによる可視化の流れ

ぞれのアクションの要素は専門家との議論から設計し，他

には「触れる」，「話す」などが挙げられる．Behavior は

同一人物による Action の 1 つ以上の組み合わせである．

Interactionは人と人の関係性を表す．以上を用いるとユマ

ニチュードの見るという技術は，目を，正面から，20cmの

距離で見ることだと表現することができる．現在 45個の

スキルを表現することができている．

2.2 介護映像分析ツール

知識表現モデルに基づいた介護映像分析ツールを開発し

た．映像を活用した行動分析のアプローチは多く存在す

る [4]．一方，本研究では専門家の知識を活用して分析する

点に特徴があり，記述構造と知識構造を柔軟にアップデー

トし，それらをツール上で柔軟に設計，修正，分析する必

要がある．

図 2にツールによる可視化の流れを示す．ツールでは

事例映像に対して，行動の構成要素に基づいて設計された

項目について，時間区間と共に記述する．記述されたデー

タを介護スキルの知識表現に基づいて解釈し，同じ時間

区間に対し解釈の結果を付与する．記述と解釈の結果は

事例映像と時間的に同期して可視化することが可能であ

る．このように，可視化を通して分析，共有，修正を行う

Analysis-by-synthesisアプローチが本ツールの特徴である．

3. ツールによる介護映像の分析

介護映像の分析結果を示す．郡山市の慢性期病院で撮影

した，ユマニチュードの技術を使ってケアをしている事例

図 3 マルチモーダルなコミュニケーションの可視化

映像を対象とした．認知症の人へ口腔ケア（口の清拭）を

行う事例に対して，記述構造を用いてアノテーションし，

介護スキルの知識表現に基づいて解釈の結果を生成した．

ユマニチュードでは，「見る」，「話す」，「触れる」の技術

を同時に使用する技術の包括性が重要視されている．この

包括性の解釈は，行動記述データに基づき単一モダリティ

「見る」，「触れる」，「話す」の解釈を生成し，それらのス

キルの同時性を解釈することによって生成される．ユマニ

チュードの技術の包括性の分析について図 3に結果を示す．

「見る」，「話す」，「触れる」の技術が２つ以上使用している

部分のみ，包括性として解釈されていることが分かる．記

述結果と解釈されたデータを可視化することにより，専門

家の知識を活用した適切なスキル評価につながることが示

唆される．

4. おわりに

本稿では専門家の知識を効果的に取り込み介護スキルの

評価をするための介護映像分析ツールについて述べた．イ

ンタラクションの記述とスキルと分離した設計を柔軟に行

えるツールを活用することよって，複雑な介護場面でも適

切な解釈が実現できるという見通しを得た．

今後も分析を続けることでスキルの知識表現を改良し，

形式知化を進めていく．
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